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 ■コメント： 
 １．現行の日本のリース会計基準においては、「企業の事業内容に照らして重要性の乏し

いリース取引で、リース契約１件当たりのリース料総額が 300 万円以下のリース取引」 に
ついて、賃貸借処理が容認されております。この取扱いは投資家に対し、企業の財務諸表

に誤解を与えるような重要な影響を及ぼすとは考えられないことから、現行通り賃貸借処

理を認めていただきたい。 
 
２．現行の日本のリース会計基準では、有形固定資産及び無形固定資産の合計額に占める

リース資産の割合が 10％未満である場合、簡便な会計処理が認められている。この取扱い

は、借手の資産に重要な影響を与えるとは考えられないことから、現行通りリース料総額

を資産・負債へ計上し定額法で減価償却を行う簡便な会計処理を認めていただきたい。 


